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各  賞  の  表  彰  
一般社団法人日本ゴム協会 

 

●名誉会員推戴  

一般社団法人日本ゴム協会定款第5条第2項・第3項および

本会名誉会員推薦規定に基づき名誉会員に推戴する． 

 伊藤 眞義 氏 

氏は副会長・理事・関東支部長などを歴任され，本会の

発展に貢献された．これらの功績は多大である． 

 内山 吉隆 氏 

氏は副会長・理事・東海支部長・トライボロジー研究分

科会主査などを歴任され，本会の発展に貢献された．こ

れらの功績は多大である． 

●第36回日本ゴム協会賞 

業績の名称：人とAIとの協奏によるデータ活用 

（HAICoLab）の研究開発 

受 賞 者：横浜ゴム株式会社 小石 正隆 氏 

●第62回ゴム技術功績賞 

 山口 幸一 氏 

●第71回優秀論文賞 

受賞論文：有限要素法シミュレーションによるSBR／IRゴ

ムブレンドにおけるフィラー分配とポリマー

相構造がヤング率に及ぼす影響に関する研究 

山本亮太氏・糸見健氏・窪内翔氏・ 

森田淳氏・足立拓海氏・川井淳司氏・ 

冨永哲雄氏・Lingyun Lyu氏・堀内伸氏・ 

森田裕史氏 

●第34回オーエンスレーガー賞 

研究題目：天然ゴムラテックスナノ粒子を応用した生体

コンポジットに関する研究 

受 賞 者：豊田工業大学 岡本 正巳 氏 

●第79回ゴム技術進歩賞 

研究課題：加硫エネルギー最小で圧縮永久ひずみの小さ

いEPDM材料 

受 賞 者：鬼怒川ゴム工業株式会社 原田 倫宏 氏 

●第16回日本ゴム協会科学技術奨励賞 

研究の名称：基板界面近傍の高分子ナノ構造解析 

受 賞 者：名古屋工業大学大学院 山本 勝宏 氏 

●第15回ブリヂストンソフトマテリアルフロンティア賞 

研究の名称：新規硫黄ポリマーゴム合成技術の確立と機

能性材料の創製 

受 賞 者：大阪大学大学院 小林裕一郎 氏 

・奨励賞 

研究の名称：実環境で生じるゴムのオゾン劣化メカニズ

ムの解明及び劣化評価法の国際標準化 

受 賞 者：一般財団法人化学物質評価研究機構 

 岩瀬 由佳 氏 

研究の名称：重合誘起自己組織化によるゲル化過程の解

明と材料開発 

受 賞 者：名古屋大学大学院 高橋倫太郎 氏 

 

 

 

第36回日本ゴム協会賞審査報告 
日本ゴム協会賞委員会 

委員長 網野 直也 
 

 

日本ゴム協会賞は，社団法人日本ゴム協会創立60周年を記念して設立されたゴムならびにその周辺領域における科

学，技術又はその産業分野の発展に寄与し，その業績が極めて顕著な本会会員に対して授与される名誉ある賞である． 

日本ゴム協会賞受賞者選定規定に基づき日本ゴム協会誌に告示し，会員，本会各支部，関連する他学協会代表者へ

の推薦依頼をした．推薦締切日の2023年11月30日までに1件の推薦が本賞選考委員会にあった．日本ゴム協会賞委員会

を2024年2月22日に開催し，推薦者からの提出資料，被推薦者からの説明に基づいて，推薦理由，実績，ならびにゴム

関連業界への貢献度などについて厳正な審査を行った．その結果，推薦された候補は受賞推薦候補に相応しいと委員

会は判断した．選定規定に基づき，委員長を除く出席委員の無記名投票を行った結果，1件の推薦候補が選考された． 

本選考委員会の審議結果が理事会に報告され，理事会は下記1件の推薦候補を第36回日本ゴム協会賞受賞者と決定し

た． 

 

（（１１））受受賞賞業業績績名名：：人人ととAAIIととのの協協奏奏にによよるるデデーータタ活活用用（（HHAAIICCooLLaabb））のの研研究究開開発発 

受賞者：小石 正隆（横浜ゴム株式会社） 

受賞理由：ディープラーニングの登場以来，囲碁や顔認証など様々な分野でAIが利用されている．材料科学にお

いてもAIを利用した材料探索（マテリアルズ・インフォマティクス）に関心が集まっている．しかし，

データの無い未踏領域での発見はAIだけでは難しい上に，探索領域の設定がその成否を左右する．領

域とルールが明確な囲碁と異なり，産業界の課題はそれらが不明確な場合が少なくない．そこで，小

石氏らの研究グループでは，そのような状況においても人とAIとの協奏，すなわち，人が仮設を設定

しデータを準備し，知識や経験を補う情報をAIで取得し，そこに人が解釈を加えるというサイクルを

繰り返すことで未踏領域を切り開くアイデアを引き出して製品やプロセスを革新する仕組みを構築し，

この取り組みにHAICoLabと名付けて実践を開始した．HAICoLabの狙いの中には，客観的な思考を妨げ

る固定観念や認知バイアスの排除も掲げている．小石氏らは，HAICoLabに基づいてゴム及びタイヤ開

発を支援するAIシステムを開発し，実際の製品開発に活用している．この取り組みは，多くの講演会

などで紹介され，広く注目を集めている．HAICoLabはSociety5.0に示されている人間中心のAI活用を

体現した好例であり，ゴム産業の発展に大きく貢献するだけでなく，日本の技術レベルの高さを示す

ものである．以上の成果は，ゴム産業の科学・技術 の発展に大きく寄与する極めて顕著な業績である

と考えられることから，本賞の受賞に十分値するものと認められた． 
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